
１－２．省エネルギー計算
【　確　認　】
省エネルギー計算およびピーク対策効果計算の過程で計算ミスなどが理由であっても、申請時の省エネルギー量（kl）およびピーク対策効果量（千ｋＷｈ）の達成が難しい見込みとなった場合は、交付決定後であっても補助金の一部もしくは全部が受給できなくなることを承諾のうえ、本計画を記載しています。
□（←内容確認のうえ、レ点でチェックを入れる。）
１－２－１　省エネルギー効果
※１－２－２「エネルギー使用量の原油換算表（総括）」の数値と一致させること。
※各申請区分の「省エネルギー計算」を根拠に、全申請区分を足し上げて申請全体の「省エネルギー量」等を算出する計算根拠を示すこと。
1 エネルギー量・率
	導入前のエネルギー使用量
	〇〇〇.〇ｋｌ
	

	区分Ⅰの省エネルギー量
	〇〇.〇ｋｌ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	区分Ⅱの省エネルギー量
	〇〇.〇ｋｌ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	区分Ⅲの省エネルギー量
	〇〇.〇ｋｌ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	事業場全体の省エネルギー量
	○○○.〇ｋｌ
	

	事業場全体の省エネルギー率
	〇〇.○％　
	


	②電力削減量・率
導入前の電力使用量
	〇〇〇.〇千ｋＷｈ
	

	区分Ⅰの電力削減量
	〇〇.〇千ｋＷｈ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	区分Ⅱの電力削減量
	〇〇.〇千ｋＷｈ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	区分Ⅲの電力削減量
	〇〇.〇千ｋＷｈ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	事業場全体の電力削減量
	○○○.〇千ｋＷｈ
	

	事業場全体の電力削減率
	〇〇.○％　　
	



③ピーク対策削減量・率
	導入前の電気平準化時間帯の電力使用量
	〇〇〇.〇千ｋＷｈ
	

	区分Ⅰのピーク対策効果量
	〇〇.〇千ｋＷｈ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	区分Ⅱのピーク対策効果量
	〇〇.〇千ｋＷｈ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	区分Ⅲのピーク対策効果量
	〇〇.〇千ｋＷｈ
	(内、裕度(安全率)○％を考慮)

	事業場全体のピーク対策効果量
	○○○.〇千ｋＷｈ
	

	事業場全体のピーク対策効果率
	〇〇.○％　　
	


区分毎のピーク対策効果量の算出ができていない場合は、全区分のピーク対策効果量をまとめて記載しても構わない。









